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議 事 録 兼 報 告 書 会議等名称 平成２５年度 第２回 伊那市子ども・子育て審議会 日 時 平成２５年１０月２８日（月） 午後７：００～８：００ 場 所 市役所５０１会議室 欠 席 者 伊東一隆委員 伊藤百合子委員 滝芳樹委員 松崎行代委員 議 題 ニーズ調査の実施について 議 事 内 容 ３ 審議 （１）ニーズ調査の実施について ＜事務局＞  資料Ｎｏ１、Ｎｏ２－１及びＮｏ２－２により説明をする。 ＜委 員＞  内容は良いのではないか。２点要望を。         ①「伊那市独自項目」は保育園に限られている。伊那市内には保育園と幼稚園がある。施設数に差はあるが、幼稚園についても触れるべき。 ②主任児童委員の存在について、保護者が知らないのではないか。意識させるような項目を設けるべきではないか。 ＜委 員＞  説明の中で、公立保育園の保護者を対象にしたアンケートを３年毎行っているようだが、今後は幼稚園も対象とすべきではないか。 ＜委 員＞  公立保育園の保護者を対象にしたアンケートを３年毎実施しているのであれば、独自項目を改めて入れる必要はないのではないか。 ＜事務局＞  直近では平成２３年度に実施した。これは保育園の保護者を対象にしたのみ。幼稚園は対象外であった。 ＜委 員＞  昨年度までは、「保育行政審議会」が保育園の運営等について話し合ってきた。そのため、アンケートについても保育園に限った内容であった。 ＜委 員＞  幼稚園も保育園も同じ伊那市の子供を預かっている。アンケートも同等に扱ってほしい。        問１６の「幼稚園の預かり保育」について、何を聞きたいのか解りにくい。不定期の預かり保育を実施している園はないのではないか。 ＜事務局＞  確認し、実施していないようであれば削除したい。 ＜委 員＞  保育園で実施した保護者アンケートの結果は開示できるのか。今回のアンケートの項目検討の参考になるのではないか。 ＜事務局＞  開示できる。次回資料として示したい。 ＜委 員＞  主任児童委員は保育園での相談業務等に当たっている。保護者に対し存在を意識させることは大切なことだ。        本年、小・中・保等を対象としアンケート調査を行ったが、家庭に対し実施したことはない。今回のアンケートに含めていただければありがたい。 ＜委 員＞  「宛名のお子さん」の意味について、用語の定義に含めたらどうか。 
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       問８－（１）（２）を解りやくすしてほしい。        問 11 は年数回程度の利用者がいる。「１年当たり」を入れたらどうか。問 12 も。 ＜委 員＞  アンケートの対象、人数、今後の予定は。 ＜事務局＞  ５歳児以下の子供の保護者を対象とする。対象児は約 3,600 人程であり、半数を抽出し調査する予定。年内に配布回収まで行い年度内に県へ数値を報告する予定。 ＜委 員＞  調査・集計はできるだけ早期に実施し、中身の議論に移りたい。 ＜委 員＞  世帯の子どもの人数が１人の場合と４人の場合では回答内容は変わってくるのではないか。０歳～３歳の小さな子供を持つ保護者の意見をよく聞いてみたらどうか。 ＜委 員＞  「保育所」と「保育園」の表記がある。統一すべき。 ＜委 員＞  独自項目の問４に、次の項目を加えたらどうか。「より良い人間関係を学ばせる」＜委 員＞  事務局において本日出された意見をまとめ資料とし、次回検討したい。  ＜委 員＞  国では５歳児からの小学校教育を考えている。この審議会の方針が市の教育へ影響する可能性がある。教育委員会でもアンケート結果について議論する必要があるのではないか。   （２）その他  なし 
 


